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５－１ 指導記録の様式について

表5-1は、自立活動の指導記録の様式の実態を示し

たものである。有効回答数743件のうり、共通の形式

を採用している学校は、全体で471校あり、知的障害

養護学校を除くすべての学校種において７割以上が

共通の記録形式を採用している。知的障害養護学校

では53.2％が共通の記録様式を採用しているが、23.5

％の学校が共通の様式はないが、個人が様式をつ

くって記録している。記録についての様式を定める

ことなく、記録をするかどうかそのものも個人にま

かされている学校は、盲学校で10校（17.2％）聾学

校で９校（11.4％）知的障害養護学校で70校（18.5

％）肢体不自由養護学校で19校（12.8％）病弱養護

学校で８校（10％）であった。

５－２ 個別の指導計画について

１．作成範囲

知的障害養護学校と肢体不自由養護学校では、そ

れぞれ379校中248校（65.4％）、150校中84校（56％）

と半数以上において全ての指導領域について個別の

指導計画を作成していた。盲学校、聾学校、病弱養

護学校では、自立活動と重複障害者の指導について

個別の指導計画を作成している割合が高く、盲学校

は61校中36校（59％）、聾学校は80校中53校（66.3

％）、病弱養護学校は79校中43校（54.4％）で、いず

れも半数以上である。調査当時、「現在作成していな

いが、検討中」であったところが、全体で32校あり、

特に知的障害養護学校が14校と多くあった。（表5-2

参照）

２．様式

学部ごとに統一しているか、もしくは学校全体で

統一しているかに大きく分かれた結果が示されてい

る。全体では学年ごとに統一しているのが、有効回

答数742校中５校（0.7％）、学部ごとに統一している

のが277校（37.3％）、学校全体で統一しているのが

407校（54.9％）、各教師が様式をつくっているのが、

25校（3.4％）その他28校（3.8％）であった。学校種

間で比較してみると、盲学校・聾学校では学部ごと

に統一している傾向が強く、知的障害養護学校、肢

体不自由養護学校、病弱養護学校では学校全体で統

一している傾向が強い。特に肢体不自由養護学校で

は、学部ごとに統一しているのが26.7％であるの対

して、学校全体で統一しているのが、69.3％で、７

割近くが学校全体で統一した個別の指導計画の様式

を採用している。（表5-3参照）

３．作成の中心人物

個別の指導計画について、これを自立活動専任教

員がほとんど一人で計画しているのは、全体で721件

中24件（3.3％）、学級担任がほとんどひとりで計画

しているのは、368件（51％）、学級担任と自立活動

担当者が分担・協力して立案しているのが329件

（45.6％）であった。指導計画の作成については学級

担任が主要な役目を果たしていることが伺われる。

知的障害養護学校においては、学級担任と自立活動

担当者が分担・協力して立案している件数が27.7％

と他の校種が半数以上の割合に比較して少ない。一

方、学級担任がほとんど一人で計画をたてているの

は、知的障害養護学校で69.8％と他の校種がいずれ

も半数以下であるのに比して最も高い割合を示して

いる。（表5-4参照）

４．専門家からの意見の取り入れ

表5-5は、個別の指導計画作成にあたって、担任以

外の人からの意見を取り入れているかどうかについ

ての実態を示している。全体を見ると保護者からの

意見を参考にしている場合が738件中655件（88.8％）

と最も多い。ついで前担任教師が590件（79.9％）、さ

らに医師・看護師が396件（53.7％）、次は専門的な

知識や技能を有する教師が371件（50.3％）であった。

他の専門職としてはPTが236件（32％）、OTが172件

（23.3％）、言語聴覚士が100件（13.6％）などであっ

た。病弱養護学校では医師・看護師からの意見の取

り入れが64件（83.1％）あり、突出しているが、こ

れは当該児童生徒の障害状況からくる当然の帰結で

あろう。同様に肢体不自由由養護学校でも医師・看

護師からの意見の取り入れが112件（74.7％）と多く、

さらにPT、OTからの意見の取り入れがそれぞれ110
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件（73.3％）、91件（60.7％）と高い値を示した。ま

た病弱養護学校では心理学の専門家からの意見の取

り入れが15.6％と、それ以外の校種と比較して高い

値を示しており、これは昨今の病弱養護学校在籍者

の中に「不適応児童生徒」や「不登校児童生徒」の

うち心理的な問題を抱えているものが少なくないこ

との現れであろうと思われる。

５．保護者への説明・開示

表5-6は、個別の指導計画を保護者に対して開示し

ているかどうかに関する実態である。全有効回答数

736件のうち、最も多いのは「見せていない」で212

件（28.8％）。次に「保護者の希望があれば見せてい

る」が161件（21.9％）、ついで「個別の指導計画を

見せて、説明し了承をしてもらっている」が114件

（15.5％）、さらにその他が108件であった。「個別の

指導計画を見せ、説明している」は82件で11.1％。

「個別の指導計画を書面で手渡し、説明し了承をも

らっている」は59件で８％であった。

学校種間で比較してみると、聾学校と病弱養護学

校がそれぞれ42.9％、40.8％と４割近い値で「見せて

いない」という状況にあり、他校種の２割台と比較

すると高い値を示している。「個別の指導計画を書面

で手渡し、説明し了承をもらっている」のは、割合

としては11％台であるが、盲学校と知的障害養護学

校が多かった。全体的にみて学校側からすすんで開

示しているのはまだ３割に満たない状況であること

がわかった。この状況は個別の指導計画が今後定着

するにつれて変化していくものと思われる。

６．利用機会

表5-7は、個別の指導計画がどのような形で利用さ

れているかについての実態を示している。全体の様

子を見ると、全有効回答数737件のうち、最も多いの

は「日々の授業づくり」での利用で593件（80.5％）。

ついで「学級・学部の会」での利用が547件、74.2％。

さらに「保護者との懇談の場」での利用が495件で

67.2％であった。ほかに「病院や施設等との関係者

との会議」での利用が126件（17.1％）、「寄宿舎職員

との会議」での利用が79件（10.7％）であった。い

ずれの学校においても「日々の授業づくり」での利

用が85％に満たない状況にあり、15％以上が授業と

関係しないまま計画だけが立案されていることがわ

かった。これはまだ個別の指導計画の立案の趣旨が

十分に理解されていないことを意味していると思わ

れる。

学校種別で見ると「病院や施設等との関係者との

会議」での利用が、病弱養護学校で50％、肢体不自

由養護学校で24.7％と、よく利用されている。「学

級・学部の会」での利用や「日々の授業づくり」で

の利用、「保護者との懇談の場」での利用について

は、学校間で大きな差はなかった。

表5-1 自立活動の指導記録の様式
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表5-2 個別の指導計画の作成範囲

表5-3 個別の指導計画の様式

表5-4 個別の指導計画作成の中心人物



表5-6.　個別の指導計画の保護者への説明・開示

件
数

個
別
の
指
導
計
画
を
書

面
で
手
渡
し
、
説
明
し

了
承
を
も
ら
っ
て
い
る

個
別
の
指
導
計
画
を
見

せ
て
、
説
明
し
了
承
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る

個
別
の
指
導
計
画
を
見

せ
、
説
明
し
て
い
る

保
護
者
の
希
望
が
あ
れ

ば
見
せ
て
い
る

見
せ
て
い
な
い

そ
の
他

無
答

有
効
回
答
数

合計 753 59 114 82 161 212 108 17 736
8 15.5 11.1 21.9 28.8 14.7 2.3 97.7

盲学校 61 7 8 9 16 14 7 0 61
11.5 13.1 14.8 26.2 23 11.5 - 100

聾学校 81 1 6 9 12 33 16 4 77
1.3 7.8 11.7 15.6 42.9 20.8 4.9 95.1

知的障害養護学校 381 42 66 40 75 91 58 9 372
11.3 17.7 10.8 20.2 24.5 15.6 2.4 97.6

肢体不自由養護学校 150 9 28 17 35 43 18 0 150
6 18.7 11.3 23.3 28.7 12 - 100

病弱養護学校 80 0 6 7 23 31 9 4 76
- 7.9 9.2 30.3 40.8 11.8 5 95

表5-7.　個別の指導計画の利用機会

件
数

学
級
・
学

部
の
会
で

日
々
の
授

業
づ
く
り

で 寄
宿
舎
職

員
と
の
会

議
で

病
院
や
施

設
等
と
の

関
係
者
と

の
会
議
で

保
護
者
と

の
懇
談
の

場
で

そ
の
他

無
答

有
効
回
答

数

合計 753 547 593 79 126 495 54 16 737
74.2 80.5 10.7 17.1 67.2 7.3 2.1 97.9

盲学校 61 43 48 16 1 41 4 0 61
70.5 78.7 26.2 1.6 67.2 6.6 - 100

聾学校 81 51 58 6 2 53 8 4 77
66.2 75.3 7.8 2.6 68.8 10.4 4.9 95.1

知的障害養護学校 381 279 306 37 47 265 26 10 371
75.2 82.5 10 12.7 71.4 7 2.6 97.4

肢体不自由養護学校 150 118 123 17 37 101 15 0 150
78.7 82 11.3 24.7 67.3 10 - 100

病弱養護学校 80 56 58 3 39 35 1 2 78
71.8 74.4 3.8 50 44.9 1.3 2.5 97.5
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表5-5.　個別の指導計画作成における専門家からの意見の取り入れ

件
数

保
護
者

医
師
・
看
護
婦

専
門
的
な
知
識
や
技

能
を
有
す
る
教
師

前
担
任
教
師

Ｐ
Ｔ
Ｏ
Ｔ

言
語
聴
覚
士

視
能
訓
練
士

心
理
学
の
専
門
家

栄
養
士

研
究
者

そ
の
他

無
答

有
効
回
答
数

合計 753 655 396 371 590 236 172 100 16 41 38 30 99 15 738

88.8 53.7 50.3 79.9 32 23.3 13.6 2.2 5.6 5.1 4.1 13.4 2 98

盲学校 61 55 14 40 48 8 4 1 6 0 1 2 12 1 60

91.7 23.3 66.7 80 13.3 6.7 1.7 10 - 1.7 3.3 20 1.6 98.4

聾学校 81 58 19 57 68 1 0 5 0 1 0 4 9 2 79

73.4 24.1 72.2 86.1 1.3 - 6.3 - 1.3 - 5.1 11.4 2.5 97.5

知的障害養護学校 381 348 187 162 296 96 66 36 6 17 19 13 54 9 372

93.5 50.3 43.5 79.6 25.8 17.7 9.7 1.6 4.6 5.1 3.5 14.5 2.4 97.6

肢体不自由養護学校 150 139 112 88 126 110 91 55 4 11 13 9 16 0 150

92.7 74.7 58.7 84 73.3 60.7 36.7 2.7 7.3 8.7 6 10.7 - 100

病弱養護学校 80 55 64 24 52 21 11 3 0 12 5 2 8 3 77

71.4 83.1 31.2 67.5 27.3 14.3 3.9 - 15.6 6.5 2.6 10.4 3.8 96.3
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